
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！

2025-5-1
№1112

（毎月１回１日発行）1969年12月20日第₃種郵便物認可

500円
 

大阪空襲朝鮮人犠牲者追悼集会� ２面２面

命を守るため労働組合はたちあがる� ３面３面
激動する朝鮮半島情勢をどう見るか� ４〜５面４〜５面

パレスチナ人画家マラク‐マタールの仕事� ６〜７面６〜７面

レーニンとローザ‐ルクセンブルク� ８〜９面８〜９面

連載 ディアス＝カネルへのインタビュー（最終回）� 10面10面
書評＝究極Ｑ太郎詩集『散歩依存症』� 11面11面

る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼

し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を

決
意
し
た
。」
の
だ
。「
戦
争
を
準

備
す
る
」の
は
愚
の
骨
頂
だ
。「
平

和
を
準
備
す
る
」の
が
一
番
だ
。

今
沖
縄
県
で
は
名
護
市
辺
野
古
に

米
軍
新
基
地
の
建
設
が
、
県
民
の

民
意
を
無
視
し
、
抗
議
行
動
を
圧

殺
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

遺
骨
を
含
む
土
砂
を
埋
め
立
て
に

使
い
、
軟
弱
地
盤
に
７
万
本
の
砂

杭
を
打
ち
込
み
、
豊
饒
な
沖
縄
の

サ
ン
ゴ
礁
と
生
物
を
死
滅
さ
せ
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
計
画
か

ら
30
年
を
経
て
完
成
せ
ず
、
今
後

さ
ら
に
30
年
を
経
て
も
完
成
す
る

か
わ
か
ら
な
い
。
沖
縄
諸
島
の
各

地
に
配
備
さ
れ
た
自
衛
隊
は
、
約

束
を
守
ら
ず
増
強
さ
れ
中
国
本
土

ま
で
届
く
１
０
０
０
km
の
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
に
至
っ

た
。

外
国
軍
基
地
が
あ
る
と
こ
ろ
に
犯

罪
、
と
く
に
性
犯
罪
が
増
加
す
る

こ
と
は
周
知
の
こ
と
だ
。
沖
縄
県

で
も
例
に
も
れ
ず
、
民
家
へ
の
不

法
侵
入
、
酒
気
帯
び
運
転
事
故
、

婦
女
子
へ
の
暴
行
事
件
が
相
次
い

で
い
る
。
沖
縄
県
か
ら
の
再
三
の

要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
、

防
衛
局
は
米
軍
に
抗
議
も
せ
ず
、

効
果
の
な
い
綱
紀
粛
正
を
要
請
す

る
ば
か
り
だ
。
さ
ら
に
政
府
・
防

衛
局
は
、卑
劣
な
婦
女
暴
行
事
件

を
沖
縄
県
に
数
か
月
も
報
告
せ
ず

隠
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。石
破
首
相
に
至
っ
て
は
、

「
米
軍
の
存
在
と
婦
女
暴
行
事
件

の
増
加
の
関
係
は
存
じ
上
げ
な

い
」と
白
ば
っ
く
れ
る
始
末
だ
。

沈
黙
し
て
い
れ
ば
戦
争
が
は
じ
ま

る
。
世
界
第
２
の
大
国
、
中
国
と

戦
争
す
る
の
か
。
日
本
の
最
大
の

貿
易
国
で
あ
り
、
何
百
万
の
人
々

が
交
流
す
る
隣
国
、
中
国
と
戦
争

す
る
の
か
。
絶
対
に
や
っ
て
は
い

け
な
い
。「
４
・
28
沖
縄
デ
ー
」

を
心
に
刻
み
、
戦
争
に
反
対
し
、

東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
準
備
し
構
築

す
る
た
め
に
立
ち
上
が
ろ
う
。
石

破
戦
争
政
権
に
反
対
し
、
労
働

者
・
市
民
は
自
ら
が
主
人
公
の
政

治
・
社
会
を
求
め
て
闘
お
う
。

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
差
配
し

て
い
る
の
は
誰
か
も
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
Ｉ
Ｔ
産
業
も
含
む
世

界
の
軍
需
産
業
は
戦
争
に
よ
っ
て

大
も
う
け
し
て
い
る
。
か
れ
ら
が

生
産
す
る
非
人
道
的
な
兵
器
、
大

量
殺
戮
兵
器
に
よ
り
、
多
く
の

人
々
が
殺
さ
れ
、
障
が
い
を
負

い
、
多
く
の
人
び
と
、
女
性
、
子

ど
も
が
貧
困
と
飢
え
の
苦
し
み
を

負
っ
て
い
る
。
直
ち
に
、
す
べ
て

の
戦
争
を
止
め
、
非
人
道
的
な
経

済
封
鎖
を
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、

世
界
の
世
論
、
世
界
の
労
働
者
・

市
民
の
闘
い
だ
け
で
あ
る
。

中
谷
元
・
防
衛
相
が
、
３
月
末
の

へ
グ
セ
ス
米
国
防
長
官
と
の
会
談

で
、
中
国
へ
の
対
抗
を
念
頭
に
、

東
シ
ナ
海
や
南
シ
ナ
海
、
朝
鮮
半

島
を
中
心
と
し
た
地
域
を
一
体
の

「
戦
域
」
と
し
て
と
ら
え
、
日
米

が
同
志
国
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
）
と
と
も
に

防
衛
協
力
を
強
化
す
る
「
ワ
ン
シ

ア
タ
ー（
一
つ
の
戦
域
）」
構
想
を

伝
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
戦
域
が
、
沖
縄
県
や
九
州
に

及
ぶ
の
は
必
然
だ
。
日
本
が
中
国

と
の
戦
争
を
中
心
と
な
っ
て
担
う

と
宣
言
し
た
に
等
し
く
、
ま
さ
に

自
衛
隊
、
防
衛
省
の
暴
走
と
い
う

ほ
か
は
な
い
。
米
国
か
ら
は
、
中

国
と
の
戦
争
で
前
線
に
立
っ
て
戦

う
の
は
日
本
・
自
衛
隊
だ
と
い
わ

れ
、
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
％
に

上
げ
ろ
と
要
求
さ
れ
る
始
末
だ
。

日
本
は
、
先
の
戦
争
で
ア
ジ
ア
諸

国
を
蹂
躙
し
２
０
０
０
万
人
の
犠

牲
者
を
出
し
、
３
０
０
万
人
の
日

本
人
も
犠
牲
と
な
っ
た
。
悲
惨
な

沖
縄
の
地
上
戦
、
本
土
大
都
市
の

無
差
別
空
爆
を
経
て
、
そ
し
て
広

島
と
長
崎
の
被
爆
と
い
う
悲
惨
な

経
験
を
通
し
て
、
日
本
は
二
度
と

戦
争
は
し
な
い
、「
平
和
を
愛
す

が
世
界
で
も
最
低
で
あ
る
こ
と
に

起
因
す
る
。
若
者
は
希
望
を
失
っ

て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
は
次
代
を

担
う
若
者
の
未
来
を
明
る
い
も
の

に
し
た
い
。
１
９
８
９
年
に
３
％

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
５
％
、
８
％
、

10
％
と
上
げ
ら
れ
て
き
た
消
費
税

は
、
社
会
保
障
や
福
祉
・
教
育
に

は
使
わ
れ
ず
、
大
企
業
の
減
税

に
、
内
部
留
保
金
と
な
っ
て
消
え

た
。
増
税
し
て
も
社
会
保
障
予
算

は
削
ら
れ
て
ば
か
り
、
暮
ら
し
向

き
は
ち
っ
と
も
よ
く
な
ら
な
い
。

昨
年
の
衆
院
選
で
は
、
自
民
党
の

金
権
体
質
が
暴
露
さ
れ
、
与
党
の

敗
北
、
少
数
与
党
化
が
実
現
し

た
。
し
か
し
、
石
破
戦
争
政
権
は

日
本
維
新
の
会
や
国
民
民
主
党
な

ど
を
準
与
党
化
し
て
延
命
し
、
５

年
間
で
43
兆
円
の
大
軍
拡
政
策
を

進
め
て
い
る
。
戦
争
政
権
に
よ
る

大
軍
拡
の
あ
お
り
を
食
う
の
は
、

国
民
生
活
、
社
会
保
障
、
教
育
・

文
化
の
予
算
に
決
ま
っ
て
い
る
。

沈
黙
し
て
い
れ
ば
戦
争

は
は
じ
ま
る

米
国
の
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

１
月
に
誕
生
し
て
以
来
、
世
界
は

上
や
下
へ
の
大
騒
ぎ
だ
。
世
界
の

覇
者
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
米
国

は
今
や
凋
落
の
一
途
だ
。
国
民
総

生
産
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
す
で
に
中
国
に
追

い
抜
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
米

国
や
日
本
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
は
Ｉ

Ｔ
情
報
産
業
や
軍
事
力
で
、
ま
た

理
不
尽
な
一
方
的
高
関
税
で
世
界

の
支
配
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

米
国
と
一
体
と
な
っ
た
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
に

お
け
る
虐
殺
、
非
人
道
的
な
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
は
、
世
界
の
人
び
と
か

ら
非
難
さ
れ
て
い
る
。
何
兆
円
も

の
軍
事
援
助
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ロ

シ
ア
と
の
代
理
戦
争
に
駆
り
立

は
毎
年
「
４
・
28
沖
縄
デ
ー
」
の

集
会
を
行
な
っ
て
い
る
。

１
９
７
２
年
５
月
15
日
、
沖
縄
県

は
、
日
本
に
「
復
帰
」
し
た
が
、

現
在
も
沖
縄
県
に
は
、
全
国
の
70

％
の
米
軍
専
用
施
設
が
集
中
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
数
年
自
衛

隊
基
地
が
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山

の
島
々
に
次
々
と
開
設
さ
れ
拡
張

さ
れ
て
い
る
。「
台
湾
有
事
」
を

扇
動
す
る
日
米
両
政
府
は
、
沖
縄

県
を
軍
靴
で
踏
み
に
じ
る
よ
う
に

第
二
の
沖
縄
戦
を
想
起
さ
せ
る
大

軍
事
演
習
を
県
民
の
抗
議
を
無
視

し
１
年
中
繰
り
返
し
て
い
る
。
日

米
両
軍
は
、
日
本
全
土
で
日
夜
戦

争
訓
練
を
し
て
い
る
、
人
々
が
生

活
し
て
い
る
地
域
で
低
空
飛
行
訓

練
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
い
つ
住

民
の
頭
上
に
軍
用
機
が
落
ち
て
く

る
か
わ
か
ら
な
い
。
沖
縄
の
問
題

は
日
本
全
体
の
問
題
だ
。「
４
・

28
沖
縄
デ
ー
」
は
、
沖
縄
県
民
だ

け
で
な
く
全
国
で
わ
た
し
た
ち
が

「
戦
争
と
平
和
」
を
考
え
る
大
事

な
日
な
の
だ
。

大
軍
拡
の
あ
お
り
を
食

う
の
は
人
び
と
の
生
活

さ
て
、
日
本
は
世
界
の
経
済
発
展

か
ら
後
れ
を
取
り
「
失
わ
れ
た
30

年
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
企
業

が
６
０
０
兆
円
を
超
す
内
部
留
保

金
を
た
め
こ
む
一
方
、
労
働
者
の

実
質
賃
金
は
減
少
し
て
い
る
。
世

界
の
国
々
で
は
２
倍
、
３
倍
と
増

加
し
て
い
る
の
に
。
年
間
所
得
３

０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
の
所
帯
が
30
％
、
労
働
者
の
４

割
が
非
正
規
雇
用
で
あ
る
。
格
差

と
貧
困
の
拡
大
は
だ
れ
の
目
に
も

明
ら
か
だ
。
大
学
の
授
業
料
は
か

つ
て
の
50
～
60
倍
に
上
が
り
、
大

学
生
の
多
く
が
社
会
人
と
な
る
と

き
に
数
百
万
円
の
借
金
を
抱
え
て

い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
教
育
予
算

４
・
28
は
「
戦
争
と
平

和
」
考
え
る
大
切
な
日

80
年
前
、
１
９
４
５
年
８
月
、
日

本
は
敗
戦
国
と
な
り
米
軍
に
占
領

さ
れ
た
。
そ
し
て
１
９
５
２
年
４

月
28
日
は
、
西
側
諸
国
と
の
片
面

講
和
条
約
つ
ま
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
、「
日

本
の
独
立
」
と
引
き
換
え
に
日
本

政
府
が
沖
縄
・
奄
美
を
含
む
琉
球

弧
の
島
々
を
米
軍
政
下
に
差
し
出

し
た
日
だ
。
同
じ
日
、
日
米
安
全

保
障
条
約
と
日
米
行
政
（
現
地

位
）
協
定
が
発
効
し
た
。
そ
れ
以

来
、
日
本
は
米
国
の
半
植
民
地
と

し
て
米
国
の
ア
ジ
ア
・
世
界
戦
略

に
組
み
込
ま
れ
た
の
だ
。戦
争
を

し
な
い
、軍
隊
を
持
た
な
い
と
宣

言
し
た
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義

は
、こ
の
時
か
ら
日
米
安
保
条
約

に
従
属
さ
せ
ら
れ
、今
は
自
公
政

権
に
敵
視
さ
れ
改
悪
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

同
じ
日
に
、
沖
縄
県
は
、
日
本
国

憲
法
さ
え
適
用
さ
れ
ず
、
基
本
的

人
権
さ
え
奪
わ
れ
る
過
酷
な
米
軍

の
軍
政
下
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
現

在
の
在
沖
米
軍
基
地
の
ほ
と
ん
ど

は
こ
の
軍
政
下
に
沖
縄
県
民
の
土

地
を
強
奪
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
日

本
政
府
も
日
本
国
民
も
、
沖
縄
県

民
を
そ
の
独
立
と
引
き
換
え
に
米

国
・
米
軍
に
売
り
渡
し
た
責
任
・

罪
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

琉
球
弧
・
沖
縄
の
人
び
と
は
、
こ

の
日
「
４
・
28
」
を
「
屈
辱
の

日
」
と
し
て
胸
に
刻
ん
で
い
る
。

沖
縄
県
民
に
屈
辱
を
与
え
た
の
は

誰
か
。
そ
れ
は
、
他
な
ら
ぬ
日
本

国
で
あ
り
、
昭
和
天
皇
で
あ
り
、

日
本
国
民
だ
。
わ
た
し
た
ち
は
、

こ
の
こ
と
を
心
に
刻
み
、
沖
縄
か

ら
軍
事
基
地
を
な
く
し
平
和
な
沖

縄
県
を
取
り
戻
す
沖
縄
県
民
に
連

帯
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
福
岡
で

在米パレスチナ人マフムード‐ハリルを釈放しろ！
３月にコロンビア大学を卒業した米国のパレスチナ連帯運動の中心的活動家であるマフムード‐ハリルが、トランプ政権の排外主義政策のもとで移民・関税執行局に逮捕され、現在も
勾留されて国外追放の危機に瀕している。これに対して、米国では大規模な抗議行動が続けられている。（写真は３月、ニューヨーク） 「

４・28
沖
縄
デ
ー
」を
忘
れ
る
な

沖
縄
に
連
帯
し
石
破
戦
争
政
権
と
対
決
し
よ
う
！

岡
本
茂
樹（
ふ
く
お
か
戦
争
政
権
に
反
対
し
行
動
す
る
実
行
委
員
会
）


